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日本語の遠近を表す形容詞「近い・遠い」と格助詞「に・から」
平 　 塚 　 　 　 徹
要　旨
日本語の形容詞「近い」は，「X は Y に近い」と「X は Y から近い」の二つの構文を取る。
これに対して，反意語の「遠い」は，「X は Y から遠い」という構文をとり，「X は Y に遠い」
とは現代の通常の慣用では言わない。これらの構文を説明するために，以下の仮説を提案す
る。【仮説 1】「X は Y に近い」という場合，X と Y の間の距離が小さいという事態を，X が
Y に接近するという認知的表示によって概念化している。【仮説 2】「X は Y から｛近い／遠い｝」
という場合には，認知的表示において Y から X まで仮想的な移動体が移動している。これら
の仮説から例えば以下のようなデータが説明される。（a）海岸は僕の家｛？に／から｝近い。（b）
私たちはもうゴール｛に／？から｝近い。（c）ここ｛? に／から｝ゴールは近い。（d）正午｛に
















　（7）The bike is near the house.
　（8）？ The house is near the bike.
X is near Y と言った場合，X の位置を Y を基準にして述べているが，Talmy はゲシュタルト
心理学の概念を応用して，X を Figure，Y を Ground と呼ぶ。「自転車」は「家」に比べて遥




















「X は Y に近い」という場合，X と Y の間の距離が小さいという事態を，X が Y に接近す
るという認知的表示によって概念化していると仮定する。ニ格が用いられていることは，認知










この図で矢印は，X の Y への接近を表しているが，必ずしも現実のものではないので，破線
で示している。











pp.136-137）が「虚構移動」の一種として挙げている access path だと考えられる4）。このよう




この図で，移動体が Y から X へと移動しているが，この移動体とその移動は仮想的なものな
ので，破線で示している。










「X は Y から近い」という場合には認知的表示において，仮想的な移動体が Y から X まで移
動していると仮定しているので，X も Y も移動しない。よって，「僕の家」と「海岸」のいず
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これに対して，「X は Y から遠い」という場合には，このような対比は見られない。
　（11）僕の家は海岸から遠い。
　（12）海岸は僕の家から遠い。
もし，「X は Y から遠い」に対して，X が Y から遠ざかるという認知的表示しか無いとすると，
「海岸」は「僕の家」よりも認知的表示において移動しにくいので，（12）は（6）と同様に不

































既に述べたとおり，（6）の不自然さは，「X は Y に近い」に対して図 1 の認知的表示を仮定す
ることにより説明される。








つまり，X が Y に接近しつつある場合には，「X は Y に近い」は自然だが，「X は Y から近い」
は不自然なのである。
このことは，「X は Y に近い」という場合には，認知的表示において X が Y に接近してい



































































かずに，観察者が過去から未来へと移動しているという MOVING OBSERVER METAPHOR
（Lakoff & Johnson, 1999）に基づくものである。このメタファーは，例えば，次のような表現
を可能とするものである。
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という MOVING TIME METAPHOR（Lakoff & Johnson, 1999）が関与している。このメタ
ファーは，例えば，次のような表現を可能とするものである。
















































多くの場合，この文は，気温が 30 度を越えていないが，30 度に接近しているという意味に
なる。このことは，通常は，30 度が気温としては高い方だという前提があると考えることに
よって説明できる。
「X は Y に近い」という場合，認知的表示において X が Y に接近して，その近くに位置付
けられるという仮定から，この文は，気温を 30 度に接近させて，その近くに位置付けている
































　【仮説 1 】 「X は Y に近い」という場合，X と Y の間の距離が小さいという事態を，X が
Y に接近するという認知的表示によって概念化している。




　・ 認知的表示において X が Y よりも移動しにくい場合には，「X は Y に近い」の容認度
が低下する。このようなことは，「X は Y から｛近い／遠い｝」では見られない。
　・ 「X は Y に遠い」とは通常は言わない（ただし，文語ではニ格標示が使われるが，この
場合には，認知的表示において X から Y まで仮想的な移動体が移動している）。







 1）Figure と Ground については，Talmy（2000, pp.311-320）を参照。
 2）認知的表示において移動しやすいかどうかは，結局のところ，Figure と Ground のいずれになりや




 4）access path とは，静止している物の位置を，そこに至る経路でもって叙述することである。ここで，
その経路を辿る移動は仮想的なものである。Talmy（2000, p.137）は以下のような例を挙げている。
　　　⒤ The bakery is across the street from the bank.
　　　ⅱ The vacuum cleaner is down around behind the clotheshamper.














向の走査を行うことになるからと説明できる。ニ格を用いて（i）のように言えれば MOVING TIME 






 8）MOVING TIME METAPHOR による説明も可能である。このメタファーにおいては「春」は未来か
ら観察者に向けて移動してくるが，この移動はまだ行われておらず，顕著なものではない。よって，
それとは逆方向とはいえ，観察者から春まで走査を行うことも可能となる。⒤ のように言えれば，




 9）MOVING TIME METAPHOR では，過去の「春」について，「春」が現在から遠ざかっていった移
動と，現在から「春」までの走査が合致するので，「春は遠い」と言えることになってしまう。これ
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The Japanese Adjectives of Distance chikai/tooi
and the Postpositions ni/kara
Tohru HIRATSUKA
Abstract
The Japanese adjective chikai can be used with two different postpositions: ni ‘to’ and 
kara ‘from’, as in (1) X wa Y ni chikai (literally “X is near to Y”) and (2) X wa Y kara chikai 
(literally “X is near from Y”), while its antonym tooi usually takes only kara but not ni in 
modern usage, as in (3) X wa Y { kara / ?ni } tooi “X is far from Y.” In order to explain these 
constructions, I propose the following hypotheses: H1: The postposition ni is used, when the 
speaker conceptualizes the situation with a cognitive representation in which X approaches 
the location of Y. H2: The postposition kara corresponds to a cognitive representation in 
which a fictive entity moves from Y to X. These hypotheses explain many data such as (a) 
Kaigan wa boku no ie { ?ni / kara } chikai. “The seashore is near my house.” (b) Watashitachi 
wa moo gooru { ni / ?kara } chikai. “We are already near the goal.” (c) Koko { ?ni / kara } 
gooru wa chikai. “The goal is near hear.” (d) Shoogo { ni / ?kara } chikai. “It is near noon.” (e) 
Aji wa chiizu { ni / ?kara } chikai. “The taste is near (i.e. similar to) cheese.”
Keywords: chikai ‘near’, tooi ‘far’, postposition ni, postposition kara, fictive motion
